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	背景
	機能：FUSE（Far-upstream element）由来の一本鎖DNAと相互作用する可能性がある。遺伝子発現を活性化する可能性がある。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：4つのKHドメインを含む。,組織特異性：多くの細胞株で検出されている。,機能：FUSE（Far-upstream element）由来の一本鎖DNAと相互作用する可能性がある。遺伝子発現を活性化する可能性がある。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：4つのKHドメインを含む。,組織特異性：多くの細胞株で検出されている。,
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	FUBP3抗体を用いたCOLO細胞およびHepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	FBP3 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

